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資料 ５

パブリックコメントの概要

８月２９日から９月３０日までの間、今回の計画策定にあたりパブリック
コメント制度による意見募集を実施いたしました。

県民の皆様からは、経済、環境、災害対策あるいは観光など、様々な分野
にわたるご意見が寄せられました。

詳細は次のとおりです。

：平成１５年８月２９日～９月３０日１ 募集期間

：３９８件（４７名）２ 意見件数

・情報交換や提言の場の開催方法
・職員の専門性の向上
・スクラップアンドビルドを基本とした財政運営

など、基本目標１「オープンとくしま」に関するもの

・地元の農産物の給食への利用等地産地消の推進
・高い市場価値を持った作物の生産とブランド化の推進
・企業誘致の推進

など、基本目標２「経済再生とくしま」に関するもの

・生活排水対策の一層の推進
・廃棄物の排出量の抑制
・森林の多面的機能を強化するための間伐の推進

など、基本目標３「環境首都とくしま」に関するもの

・耐震診断への補助制度の創設等耐震対策の推進
・信頼できる制度の構築等食の安全の推進
・ 健康づくり」に関する施策の追加「

など、基本目標４「安心安全とくしま」に関するもの

・外国語教育等学校教育の充実
・青少年の健全育成
・スポーツの振興

など、基本目標５「いやしの国とくしま」に関するもの
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・女性が働きやすい社会の実現
・延長保育・病後児保育等保育の充実
・高齢者のいきがい対策の推進

など、基本目標６「ユニバーサルとくしま」に関するもの

・阿波踊りの活性化、観光地の 等観光施策の推進PR
・ ーとくしまの早期実現e
・ リーグ公式戦等各種イベントの開催J

など、基本目標７「にぎわいとくしま」に関するもの

以上の意見をはじめ、計画の構成や形式に関するものなど、様々な
分野、様々な内容のご意見やご提言をいただきました。



計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１ 将来的には、消費生活相談・女性問題相談・高齢化問題・医療関
係相談など生活全般の県民総合相談窓口の設置を考えていただき ● ● ● ●
たい。

２ ７つの基本目標を横断する重点目標として 「徳島の次世代を担、
う人材の養成並びに人材の誘致」という視点があってもいいので ● ● ●
はないでしょうか。

３ 重点施策については実施することによる様々な影響要因を検討 ● ●
し、優先順位を付けてはどうでしょうか。

４ 施策実施後の評価も重要であることから、県民に対して情報提供 ● ●
が必要だと思います。

５ 「徳島の県民力のアップ」があります 「徳島県の良いところを ● ●。
更にのばしていく」これを徹底的に行う。

６ なんでも目標を数値で表すことになると、数値化しづらい事業は ● ●
実施しにくいのではないのか。

７ 目標と手段を混同しないようにする。 ● ●

８ 「オープンとくしま」の展開、という名称について、県職員及び
県民の意識を鼓舞し改革のメッセージを伝えたいのであれば、む
しろもっと強いインパクトのある言葉を掲げる必要があるのでは ● ●
ないでしょうか。施策名は『 改革とチャレンジするとくしま」「
の実行』とする。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

９ 汚職事件等の根絶を目指すのであれば 「県民クリーンチェック、
とくしま」の実現として、県民によるチェック機能（監視の目）
の活用で一体感が表現され、事業化における革新的なシステムの
導入も理解・支持されやすくなるのではないでしょうか。また、 ● ●
「県民」という言葉を活用されないのであれば「クリーンアップ
とくしま」として悪弊の一掃をより分かりやすくするというのは
いかがでしょうか。

１０ 「リフレッシュとくしまプラン」の断行について、県民への訴求
力を持たせ、かつ容易に成果目標が設定しやすいものとするなら
ば 「経営感覚を取り入れて仕事をするという県職員の意識改 ● ●、
革」が望ましいと考えます。名称は「とくしま経営プラン」の断
行、でいかがでしょうか。

１１ 水環境に特化した政策を推進することこそが、オンリーワン徳島 ● ●
実現の道である。

１２ 徳島の目指す観光はズバリ「いやしの王国」路線ではないでしょ
うか。つまりは基本目標５に移して考えていく必要があると考え ● ● ●
ます。

１３ 「とくしま女性輝き事業」を「とくしま男女共同参画事業」の実 ● ●
施に改める。

１４ ①「美しい徳島づくり」②「人に誇れる徳島づくり」③「人に語
れる徳島づくり」を三本の柱を基本として 「オンリ－ワン・プ ● ●、
ラス・ワンとくしま」を始めて「誇りある徳島づくり」を全県に
おいて推進する。

１５ 「オンリ－ワンとくしま」の浸透のためのＣＩのシンボ－ルキャ ● ●
ラクタ－マ－クに「すだち君」を用いる。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１６ 「将来の四国の姿（四国アイランド構想）を視野に入れた『オン
リーワン徳島』の実現」この言葉の根底には、近未来に予想され
る、四国道州制の導入を視野に入れた、四国における徳島県の役 ● ●
割分担を、他３県に先んじて見出す事を目的とした、徳島独自の
動き（四国のリーダーたれ）という意味があります。

１７ Ｊリーグの考え方も将来の地方自治をにらんだ、徳島にこだわら
ない「四国アイランドチーム」的な考えかたという風に全ての計 ● ●
画に四国アイランドを視野に入れた考え方の導入を提案します。

１８ 四国を盛り上げるようとする4県のパワーを集約する役目を、進
んで県行政として行うことによって、四国アイランドの先駆者、
リーダーたる徳島を確立し、また先んじることで得た情報によ
り、これからの県内の投資を効率よく行うことが出来るする役目 ● ●
を、進んで県行政として行うことによって、四国アイランドの先
駆者、リーダーたる徳島を確立し、また先んじることで得た情報
により、これからの県内の投資を効率よく行うことが出来る。

１９ （工事に伴う渋滞対策として）工事をすることを前提とした道路 ● ●
整備をするべきではないでしょうか。

２０ 重点施策の説明を、詳しく具体的なものにする。 ●

２１ 「計画骨子（素案 」２の(4)・1行目を次のように改める。従来）
のように全国一律方針を強化し、全国上位を目指すと共 ●
に ・・・に改め、2行目以降は原文どおりとする、

２２ 「オンリーワン徳島」この計画は性格上、10年20年先の徳島の
状況を現実問題として見据えたものであるべきであると考えま ●
す。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２３ 全体としてとにかく、やる気が感じられますが目標が多すぎま
す。もっと絞り込む必要があります。優先順位をつけ確実に３年 ●
間で目標を達成できる計画をたて実行すべきです。内容を見る限
り、徳島の力では残念ながら不可能でしょう。

２４ 全国に誇れるようなユニークな県づくりを。 ●

２５ （計画全体について）施策段階の現状において戦略的な表現が不
十分な印象で、果たして県民の理解と賛同や共感～協働の大きな ●
うねりを導き出せるのかな、と少し危惧いたすところでありま
す。

２６ 徳島の企業をもっと知り要請があれば、県職員がサポート、営業 ● ●
のリサーチ、指導、出来る人材をつくる。

２７ 公共物の建物は、建設現場監督と職員は、同じレベルであるべき ● ●
だと思う

２８ 徳島県林業公社と徳島県農業開発公社を統合して徳島県緑資源公 ● ●
社にする。

２９ 徳島県土地開発公社と徳島県住宅供給公社とを統合して徳島県都 ● ●
市基盤整備公社にする。

３０ 徳島県中小企業振興公社と徳島県産業推進機構とを統合して徳島
県中小企業産業推進振興公社にして中小企業の窓口の一本化を行 ● ●
う。

３１ 「公共事業における自然再生 「近自然広報 「修景的護岸工」 」
事」など環境の視点が入った公共事業が増えていますが、それに ● ●
必要な知識を県庁の土木職員に対して研修する等が必要ではない
か。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <5>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３２ さまざまなサービスが増えるにつれ、また児童虐待などのような
新たな課題も増えて来る中で、行政職員には、広い行政知識が求
められるとともに、スーパーバイズ的な役割を果たす能力が必要 ● ● ● ●
になってきているのではと感じます。今後こういった面で、職員
の専門性を向上させるための何かが必要なのではないかと感じま
す。

３３ 徳島県が青少年赤十字（Ｊ・Ｒ・Ｃ）の活動に対して物心両面か ● ●
らの積極的な支援・協力を行う。

３４ 徳島県が日本赤十字徳島県婦人団体連合会に対して物心両面から ● ●
の積極的な支援・協力を行う。

３５ 県民各層の最新のスポーツへのニーズを正確にリサーチし、その ● ●
結果を公表する。

３６ 行政と県民が、人的要素の充実、スポーツ環境の整備などの数値
目標（年次別目標）を共有できるよう知恵を出し合うシステムを ● ●
つくり、一貫性あるものを計画し、スポーツ予算の確保を図る。

３７ （スポーツ振興関係）数値目標に基づく実践を、行政と県民が経 ● ●
費対効果などの観点から検証する。

３８ スポーツ振興策は、スポーツ関係者だけではなく、広く県民に公 ● ●
表すべき。

３９ スポーツ予算は法人や団体などへの補助金等を可能な限り抑制す
るとともに、どの事業で、どの団体や個人にどの程度の予算が使 ● ●
われたのか公表すべきである。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

４０ 県費により実施している競技力向上事業や国民体育大会の成績
は、数値目標の公表とともに目標達成の具体策を併せて公表すべ ● ●
き。

４１ 各地域総合事務所内に各地域の市町村の教育委員会との連絡調整 ● ●
にあたる教育事務所を設置する。

４２ 徳島県観光協会と徳島県物産協会とを統合して、徳島県観光物産 ● ●
協会にして、徳島県の観光・物産の一元化を行う。

４３ アスティクラスの設備を徳島市内に設置しても京阪神の流入人口
の増加はもはや見込めませんが、その何分の一の投資で、県西部
は他県よりの流入人口を見込めます （もちろん赤字になるとは。
思いますが、その施設の方向性を明らかにすることにより、こん ● ●
な不景気な時代においても整合性が生まれます。県民が利用する
目的なら、県外流入は考えない。県外流入を目的とするなら、当
地採算は二の次でも県益を考えた利用をする。

４４ 交流にしろ直販にしろ、金銭の授受を伴いますし、然るべき対価
を伴わないイベントなら、後々害になりこそすれ、事業として継
続できる可能性は低いです。そうした事業部分の立ち上がり支援
やグレードアップに、県費を直接投入できますか？そのようは事 ● ●
業に際して県職員は、何をするのですか？舞台やテーマ・内容に
よって、複数の課の連携が必要であり、既存支援制度の分類整
理・調整や充実が求められますが 「縦割り」を打破できます、
か。

４５ 県庁自体がシンクタンクになって優秀な若手に活躍の場を与える ●
べきである。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

４６ ある部門のことについて、特定の１人だけしか対応できないとい
うことがなくなるように、課内での共通理解を深めておいてほし ●
い。

４７ 汚職事件の根絶への取り組み。 ●

４８ ボランティア活動の推進等。 ●

４９ 「クリーンとくしま」の実現に主要事業として次項を加える 「県 ●。
議会、各種委員会の傍聴をオープン化する」

５０ 「クリーンとくしま」の実現に主要事業として次項を加える 「知 ●。
事室を常時開放する」

５１ とくしまパートナーシップ の展開の1行目後半の11文字 税 ●「 」 （「
制面・物的支援などの・・・ ）を削除する。」

５２ 「リフレッシュとくしまプラン」の断行に主要事業として次項を ●
加える 「一般会計における歳出構造の徹底的見直しを推進」。

５３ 「リフレッシュとくしまプラン」の断行に主要事業として次項を ●
加える 「全事業に政策評価制を導入」。

５４ 徳島独自の公共事業をはじめとする合意形成の手法をシステム化 ●
する。

５５ 情報交換や提言の場、セミナーなどを開くのはもちろんの事、そ ●
の開催に工夫してみてはどうか。

５６ 広報などだけでなくメディアと協力する事が必要だと考える。 ●

５７ （広報等については 「○○を××日の何時、△△で行います」 ●）
といった未来形の働きかけを行うべきである。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

５８ （県の行う県民を対象とした情報交換や提言の場の）開催の日時
は土日や平日なら夜の7時からなど、より多くの人が参加できる ●
日時を選んで開催するべき。

５９ 行政としての立場とは関係なく、徳島のためになる活動に支援す ●
る制度を設けなければならない。

６０ （道路整備等における通行車両数予測などについて）正しい予測
に基づいて計画を立てる事は何よりも大事な事ではないだろう
か。信頼はお金では買えないのである。県民や国からの信頼を得 ●
るためにも、水増しではなくて身の丈にあった計画にするべきだ
と考える。

６１ 厳しい財政状況を踏まえるならば、スクラップ＆ビルドを基本に ●
するべきではないのか。

６２ 徳島県旅券センタ－の旅券の発行事務を徳島県行政書士会へ外部
委託を行い。徳島県行政書士会の会員の行政書士が徳島県旅券セ ●
ンタ－で常駐して旅券の発行事務を行う（徳島県国際交流協会の
職員では旅券発行の権限がない ）。

６３ 徳島県の徳島，鳴門，阿南，日和佐，脇町，池田の各合同庁舎を ●
地域総合事務所にする。

６４ 行政を透明化させることに是非とも取り組んでもらいたいです。 ●

６５ 地域社会の主体たる「県民」を中心とし、県民的公益を基盤と
し 「地域資源 （ヒト・モノ・カネ・ノウハウ・情報）を活用、 」
することによって、公共政策サービスを推進していく県民・行 ●
政・企業の県民主義型地域経営システム（スマートバレージャパ
ン（SVJ）方式）を視野にいれ創造していかなければならないと
思う。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

６６ 徳島，鳴門，阿南，日和佐，川島，脇町，池田の各財務事務所を ●
県民事務所にする。

６７ 県庁内に広報広聴課を設置して、併せて各県民事務所に広報広聴 ●
係を設置して広報広聴課の職員を配置する。

６８ インタ－ネット等で県政モニタ－の公募を行う。 ●

６９ （目標達成のためには）やる気のある県職員を増加させるととも
に、関係部局のスムーズな連携を行う仕組みと意識を育てる必要 ●
があります。

７０ 必要に応じて部局から独立した立場の専門家をつくるべきであ
る。オンリーワン実現のために一番必要とされているのは高度な ●
専門知識をもった人材ではないか。

７１ 「とくしまパートナーシップ」の展開については、徳島県が主体
的に実施する重点施策づくりだけではなく、県下市町村全体の発
展に寄与する協働の推進について必要な事業を構築し、各地域に ●
県職員を分散して支援にあたる程度の本気度・緊急度・突破力が
伝わるような内容のものを望みたいと考えます。

７２ 県内のどこかにブラバス専用池の設置。決めた池以外にブラバス ● ● ●
を放流しない事を原則とする （在来魚の保護の目的のため）。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

７３ 森林生態系のさまざまなサービスを県民や流域住民が享受するた
めに、徳島県で最も森林資源の豊かな丹生谷地域の森林を 「林、
業生産と自然環境が共生できる巨木の森づくり」地域に指定し、
長期大径材育林体系を確立して、それに沿った間伐を思い切り行
い、そびえ立つようなスギ、ヒノキがバランスよく配置された美 ● ●
しい森を、地域森林面積の３０パーセント（約１万ｈａ）程度を
造成し、全国に先駆けて仕立て上げることにより、林業生産者の
意欲を高め、かつ公益的機能の発揮と多様な動植物とも共生でき
るなど、ほかに真似のできない魅力ある森づくりを目指す。

７４ 植林された林における、枝打作業、間伐の推進。 ● ●

７５ 間伐のための伐採作業員の養成。 ● ●

７６ すぐにしなければいけない環境に対しての公共事業を優先させそ
こから雇用を生み出せるはずです。環境を再生させることは、経 ● ●
済を再生、活性させることとつながるのです。

７７ 下水処理整備状況は全国ワースト１です。それを、３年間で全国
ベスト１にしてはいかがですか？間違いなく、経済効果は他のな ● ●
によりも大きいはずです。

７８ 今は環境ビジネスが成立しています。徳島大学には工学部がある
ので協力して環境に優しい製品を開発したり、環境問題を克服す ● ●
る新しい研究を推進していくべきです。
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意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

７９ 建設関連業に10％超の県民が従事しているように記憶しておりま
す。公共工事の性格からみて、ISO14001取得企業へなんらかの
優遇処置をすることにより、ISO14001を推進し、環境保全意識 ● ●
を業界に根付かせます。そして、その実績をもとに国へ環境事業
予算取得が訴えられれば、徳島県は経済復活へ向かう足掛かりに
なると思います。

８０ 「長寿命木造住宅」に助成金制度があり、1.県産材 2. 性能表示
住宅 3. 県産材・性能表示住宅となってます。それに 「4.ISO、
14001認証取得の建設会社で施工することを条件に、30万円を ● ●
上限に助成する 」という項目を追加し、取得企業を側面から支。
援します。

８１ 公共工事の発注において、環境に関連した事業は、ISO14001認
証取得企業のみ入札に参加できるようにします。すべての事業発
注にISO14001の認証取得を義務づけるのはあまりにも無理があ ● ●
りますので、16年度は、全体の20％、17年度は、40％、18年
度は、70％というように段階的に適用してはいかがでしょうか。

８２ （合併浄化槽設置について）この事業の負担割合は国が１/３、県
が１/１０、個人が１/１０、残りが市町村となっているが、事業 ● ●
の達成速度を上げるために県も１/３を負担するようにする。

８３ 地産地消啓発と同時に子どもたちへの教育の一環として、地元で ● ● ●
取れたお米や、野菜・果物を給食に使う。

８４ 高齢者向け関連産業の誘致。 ● ● ●

８５ 農事体験の場の確保が身近にあれば。 ● ● ●

８６ 少しでも自分で作り安全な物をより多くの人に提供、地産地消が ● ●
生きてはたらく安全な食材徳島でありたい。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <12>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

８７ 徳島医療産業都市構想を推進する（徳島基礎医学研究情報センタ
－，徳島臨床医学研究情報センタ－，徳島県成人病センタ－ ● ●
等 。）

８８ 現在の農業の枠組み（競争の原理があまり働いていない、農薬の
散布が量は多い）を壊さない限り野菜の食の安全はあり得ないで ● ●
しょう。

８９ 徳島県が「叡知のものづくり」及び「情報のものづくり」によっ ● ● ●
て徳島県が「ＩＴ知的財産立県」をめざす。

９０ 阿波踊りで経済再生を（如何にすれば喜んでもらえるか、経済効
果が上がるか、官民一丸になりプロジェクトチームでアイデアを ● ● ●
出し合う）

９１ 地産地消啓発と同時に子どもたちへの教育の一環として、農林・
水産業体験（米・野菜・花・畜産・林業・農業・水産関係）の学 ● ●
習を活発に推進する。

９２ 経営・経済、ディベート教育等を充実させる。 ● ●

９３ 高齢者の方に、伝統工芸品に取り組んでもらうのが一番だと考え ● ●
る。

９４ （公共施設のユニバーサルデザイン化について）これらの目標を
推進していくことは大変重要であると思います。ただ、こういっ ● ●
た社会整備の中から雇用を生み出すことが可能になるように、両
立していく必要があると思います。

９５ 珍しい、貴重、高価のイメージのあるすだちに触れられる「すだ ● ●
ちの森」をアスティに設ける。
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関係

９６ 伝統工芸品や農林水産物に関連して、作業とみのりを核とした長 ● ●
期イベントなどはできないか。

９７ 阿波踊りの期間中は８月１２日～８月１５日としても、その他に
何らかの形で阿波踊りを楽しませるイベントをする。その際、会
場はアスティとくしまでして、必ず各市町村の特産物を販売す ● ●
る。京阪神からの客寄せをするよう他の観光と組み合わせる。高
知の日曜市が有名なように、春夏秋冬市としても定着できるよう
な事をする。

９８ 「とくしま産消連携事業」における産地直売所を高速道路のＳＡ ● ●
又はＰＡ、道の駅等で充実させる。

９９ ＩＴベンチャ－企業育成特区，ものづくり特区等の構造改革特区 ● ●
の推進を行う。

１００ （一村一品運動等について 「生産者のエゴ的論理？」が優先し）
ているケースがとかく多く、消費者のニーズとは切り離されて、
無関係に生産が行われている場合が多いと考えられる。そういう
ことになれば、最終消費者のニーズを的確に把握し、ものづくり
に活かす試みが必要になってくる。その試みの一つにアンテナシ
ョップづくりがある。因みに、本県でも他圏域と連携してT・TA ● ●
T地域連携軸形成支援助成事業や西日本中央連携軸推進協議会
「交流」促進事業費助成事業などが平成11年度から取り組みがな
されている。アンテナを高くして最終消費者のニーズを的確に把
握し、その情報を新しいものづくりに活かしていくという新しい
視点を持ったアンテナショップは今後ますますその重要性が高ま
り増大するであろうと予想している。

１０１ （阿波踊り）開催を４日間から７日間へ ● ●
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意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１０２ （阿波踊り）徳島から都会（県外）へ（阿波踊りは徳島ＰＲの優
れたツールである、県外でも他に圧倒する徳島力を発揮でき ● ●
る ）。

１０３ 若者に人気のショップの数をもっと増やしてほしい。 ● ●

１０４ 港をエキサイティングな所にしてほしい。 ● ●

１０５ ＵＳＪやディズニーランドみたいな大々的なテーマパークやアミ ● ●
ューズメント施設を一つでいいので作ってほしい。

１０６ 若者が徳島で働きたいと思うように、企業誘致や人的誘導をこれ ● ●
から積極的に行っていってほしい。

１０７ 「すだち 「わかめ 「そうめん 「藍染め」等々の独自性の高」 」 」
い特産物について（特に「すだち」は和歌山などにも栽培が進ん ●
でいると聞き ）もっと商品の中身、周辺の開発をして独自性を、
追求してゆくべき。

１０８ 将来期待される国産材の産地間競争に打ち勝つためにも、特徴あ
る林業地域として生き残るためにも大径材生産体制を確立し、全 ●
国どこにもまねの出来ない大森林地域を形成する。

１０９ 職人さんを増やすための教室作り。 ●

１１０ 天然染料の藍染め工場を作り、染色、職人の養成と販売を目的 ●
に、○○の人達に行ってもらい、販売拠点の増大。

１１１ 徳島県の農林水産物について、県内から宅配便で送付せずともよ
いように、他県でも容易に購入できるようにするための 「新鮮 ●、
とくしまブランド戦略 。」

１１２ 職人（建設業関係）を育ててほしい。 ●
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１１３ （建設業界）大きなお金が必要とする職種です。補助、保護は、 ●
重要視すべき。

１１４ 県内の大学に（本望は高校）欧米のビジネススクール的な実践的
なカリキュラムを導入し、小・中学生に対しては「起業」や「経 ●
営」などについて考えさせてみる等、次世代の「起業家」の裾野
を広げる試みも検討して頂きたい。

１１５ 県産食品のブランド化は、近畿圏に向けて行なうべきで、既に確
立されている鳴門金時を先頭に、高い市場価値を持った作物の生 ●
産とブランドの確立を進めるべき。

１１６ 一部のとくしまブランドが得た金額の一部で、地産地消を目指す
作物を支援していくべきではないだろうか。県の農業に余裕がで ●
きてからの「地産地消」ではないかと思う。

１１７ 山がちで夏高温の徳島では、剣山北麓などで付加価値の高い京野 ●
菜などを生産できないだろうか。

１１８ 一人一人の雇用者の労働時間，賃金をそれぞれ２０％削減して ●
「とくしまワ－クシェアリング」の導入を図る。

１１９ 「食のとくしま・地産地消推進会議」を生産流通課に設置する。 ●

１２０ 「食のとくしま・地産地消サポ－タ－登録制度」を導入する。 ●

１２１ 「徳島県産食材の日」を制定する。 ●

１２２ 「とくしま産消連携事業」の市町村単位の組織の確立を行う。 ●

１２３ 新商品の開発，新サ－ビスの起業等について総合的な支援事業を ●
行う。
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１２４ 商工労働部内に「産業企業再生室」の新設を行う。 ●

１２５ 徳島県を「阿波の国・フル－ツ王国」又は「徳島フル－ツパラダ ●
イス」にする。

１２６ 徳島県のすだち、大分県のかぼす、高知県のゆずの三つの柑橘系 ●
が連携して首都圏市場でＰＲを行う。

１２７ 徳島県産の「阿波米」をブランド米化することによって首都圏市 ●
場での消費拡大を行う。

１２８ 徳島県が「ロボット王国」又は「ロボットシティ」になることに ●
よってとくしまの産業再生を行う。

１２９ 徳島県工業技術センタ－に経済産業省の工業技術院四国工業技術 ●
試験所の徳島事務所を誘致する。

１３０ 神戸から神戸製鋼，川崎重工神戸，三菱重工神戸の各社の工場を ●
徳島に誘致する。

１３１ トヨタ自動車の研究所を徳島に誘致する。 ●

１３２ 日本ＩＢＭの研究所を徳島に誘致する。 ●

１３３ 四国経済産業局徳島事務所，中小企業大学校徳島校を徳島に誘致 ●
する。

１３４ 阿波米，阿波牛，阿波尾鶏，阿波ポ－ク，阿波梨阿波やまももの
徳島県産の農産物の統一化によって、京浜市場への阿波ブランド ●
のＰＲを行う。

１３５ やまもも特区，すだち特区，鳴門わかめ特区，木頭ゆず特区等で ●
特産物の新鮮とくしまブランドの生産を行う。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <17>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１３６ 生産流通課に「新鮮とくしまブランド戦略担当」の係の部署を置 ●
く。

１３７ ソフトバンク社のヤフ－ＢＢのコ－ルサポ－トセンタ－の誘致を ●
行う。

１３８ 徳島県の農水産物が関西圏の食料供給基地としての地位が高まる ●
ように、徳島県を「関西の御食国」にする。

１３９ 徳島県の農水産物を、うめだ阪急本店，大丸梅田店，阪神百貨店 ●
本店，なんば高島屋の地下一階の食料品売り場で販売を行う。

１４０ 地場産業、伝統産業に対しては時代の最先端の世界と結びつける
ことが必要だと思う。若い人との感性と伝統結びつけた商品戦略 ●
が必要だと思う。

１４１ 農業に株式会社が参入できるようになり期待は大きい。 ●

１４２ とくしまにも新しいブランド名が必要ですし、短期的成果を確実
なものとするためには誰もが認めるスターと、スターを含む専門
家集団（県下を分散指導等のため）を配し、ブランド名には全て
「○○大国（例示：採りたて野菜大国 、スターは「国王」と ●）」
して専門指導のほか、各種イベントやセールス活動に関わっても
らいます（かつて流行した独立国の手法 。この手法は、産業育）
成分野では「独創ベンチャー大国」となります。

１４３ 川魚が害なく食べることのできる河川の地図を作成。 ● ●

１４４ 県下河川の水資源の確保と洪水対策の強化。 ● ●
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１４５ 自然界では、降った雨は三つの経路をたどって循環する。一つ目
は、表流水として川に流れ、海に到達し、太陽熱に暖められて蒸
発し、また雨になる。二つ目は、涵養によって地下水になり、一
部は湧き水や地下水の利用によって地表に戻り、蒸発しながら河 ● ●
川から海へ行き着く。三つ目は、森林に蓄えられた水が、そこで
蒸発し大気に放出され、また雨となって森林に戻ってくる。三つ
の経路を循環する水の定量を行うとともに、循環する経路に有害
物質などが存在しないか安全を確かめなければならない。

１４６ 徳島から環境問題に関係する情報の発信をして 「環境・徳、
島 、とりわけ水環境のことといえば徳島を連想してもらえるよ ● ● ●」
うなＰＲをしていかなければならない。

１４７ 犬猫の増加を防ぐため、国又は県より動物（の去勢、避妊等）に ● ●
対する補助金などのよい方法を。

１４８ 基本目標３「環境首都とくしま」や基本目標５「いやしの国とく
しま」の実現に通じる施策として 「記念樹の森」の建設を提案 ● ●、
する。

１４９ 環境意識の高揚を図るとともに、世界的な環境保全手法や事例教 ● ●
育を行う。

１５０ 高齢者の方に、川沿いの整備・清掃に活躍してもらうのも良いだ
ろう。とにかく川を美しくするのは徳島に大きな影響があると思 ● ●
う。

１５１ ゴミ問題（ ゼロ・ウエイスト宣言」等）を観光の目玉に持って ● ●「
くる。

１５２ 環境的側面、観光的側面をもった“河川パトロール船”を定期的 ● ●
に就航させる。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <19>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１５３ 高層ビルの屋上に屋上ビオト－プ庭園の設置を行う。 ● ●

１５４ 吉野川を環境問題の聖地と位置づけた「全国学生環境会議」を、 ● ●
毎年アスティとくしまで開催して欲しい。

１５５ 徳島県の道路はつぎはぎが多くて整備が悪い。また道路沿いの緑 ● ●
の木々ももっとあればいいと思う。また立体交差の渋滞の緩和。

１５６ 徳島は住むのにはいい所。水は美味しいし、空気もきれいだ。全
国に名をとどろかせる清流穴吹川だってある。そこをもっと大々 ● ●
的にアピールして観光産業にもっと力をいれてもいいのではない
かと思う。

１５７ 消費税率を引き上げることによって、消費は落ち込むが大量消費
というこれからの時代にそぐわないことは抑制できると思われ ● ●
る。

１５８ 「ゼロ・ウエイスト宣言 （上勝町宣言）を、徳島県全体で取組 ●」
むようにする。

１５９ 工学部の中に環境工学科またはリサイクル工学科を設置。 ●

１６０ 工場排水、生活排水を用水や川に流す前に、タンクや池を造って ●
魚を飼い安全確認してから放流するようにする。

１６１ 合成洗剤を、無害なものにしていく。 ●

１６２ 小学生を中心とした山林の植樹から手入れ、里山体験により、昨
今あたりまえになった 「海は川から、山から育てる」を理解を ●、
させる。

１６３ 汚水処理整備率全国最下位、下水道普及率全国最下位という汚名 ●
を返上する。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１６４ 不用品（個人各家庭及び業務用品）の活用。 ●

１６５ 不用品の集荷（使用可能な物 （食品以外）と入札販売による、 ●）
不用品の有効利用と不法投棄対策。

１６６ ペットの公衆トイレを各地域に何ヶ所か作って、そこにフンを持
ち込み汲み取り業者などが人間同様犬猫のフンの回収もしてほし ●
い（フン害対策 。）

１６７ ゴミゼロへ向けての「マイバッグ持参」について、店舗への啓発 ●
促進。

１６８ 太陽熱「ソーラーハウス」及び風力発電普及の推進。 ●

１６９ グリーンファンド施策を導入する。 ●

１７０ 『基本目標３「環境首都とくしま」の実現』の（重点施策例）に
「 日本一きれいなとくしまへ』をうたい、道路・公園などに捨『
てられている空き缶などのゴミ類、たばこの吸い殻、食べかすの ●
ガム、犬の糞などをなくそう 」を反映できるように追加修正し。
てほしい。

１７１ 徳島市など吉野川と関わる地域では、下水道の整備や生活排水の ●
基準強化など水質保全を中心にするべきではないか。

１７２ 環境の全ての面が向上すれば言う事は無いが、それぞれの地域の
特徴や実情にあった取り組みを優先させることが必要だと考え ●
る。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１７３ ゼロエミッションやリサイクルなどは、あくまでも県民一人ひと
りの取り組みや努力にかかっていて、これを目標と掲げているの ●
ですから、県として「不法投棄・違法処理ゼロを目指す」ことを
目標に掲げて取り組んでいくことも必要ではないでしょうか。

１７４ 徳島県と資源エネルギ－庁との共同で家庭用の太陽光発電又は太 ●
陽光発熱を普及促進を行う。

１７５ 自家用自動車，バス，トラックのハイブリッド車の普及促進を行 ●
う。

１７６ 早急に下水道処理施設の整備が急務である。かつ、同時に工場排 ●
水の徹底した検査が必要である。

１７７ 生活環境づくりで生活排水処理のための下水道等の整備を促進さ ●
せるとあります。とにかくこちらも急務であると思います。

１７８ 徳島に足りないのは下水道処理の整備です （基本目標３に重点。
施策が）多くかかげられていますが、多すぎます。構想を練るの ●
はよいのですがもっと巾をせばめて重点的にするべきです。

１７９ 「環境首都とくしま」の実現構想は非常にタイムリーで的の得
た、すばらしい施策方針だと県民の誰もが評価しているのではな ●
いでしょうか。

１８０ 上勝町の（ゴミゼロ宣言等の）取り組みは、画期的です。是非、 ●
県からも支援すべきと思います。

１８１ 町内会などの単位でゴミの分別・減量への啓蒙活動を推進し、成
果の上がっている町内会へは報奨金（飲み物代程度）や環境整備 ●
を優先的に行っていく （県ではなく、市町村レベルの話かも知。
れませんが）
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１８２ 再生リサイクルができない製品を製造しているメーカーから、
「廃棄処理税」みたいなものを徴収する。県内外を問わず、県内 ●
に持ち込まれる量を推定し、全国のメーカーや輸入商社から負担
金を徴収する。そして、その徴収費用で処理施設を建設する。

１８３ 合併浄化槽の設置を推進して、毎年のように汚水処理の普及率の
ランクを全国が注目するスピードで上げて行って欲しい。そのニ ●
ュースが報道される度に、徳島の環境意識の高さを宣伝してくれ
ることになる。

１８４ 産・学・官が連帯して環境への取り組みを始めなければならな ●
い。

１８５ ゴミゼロは上勝町に見習って県下的に取り組んで欲しい。 ●

１８６ （買い物袋持参デーについて）言いっぱなしの運動でなく実践に ●
結びつく推進を考えて頂きたい。

１８７ ひょうたん島河川を環境視点で特化させ、河川の浄化や景観整備
を短期的な目標に基づいて成果を上げていくことはいかがでしょ ●
うか。

１８８ 吉野川に生息する小動物・昆虫類をはじめ、県下の珍種小動物の
育成や保護について地元市町村と住民による活動を支援していく
ことで、その分野で“オンリーワンとくしま”が実現できるかも ●
しれません。ここでも「とくしま虫大国？」などとして展開でき
ます。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１８９ 地球温暖化問題は地域の環境問題とは異なる性格のものであり、
地球規模で、或いは国内全体で見た効果を考えた取扱が必要とな
ります。たとえば、複数の都道府県で事業を行う企業は、全ての
事業所トータルでの排出削減が目標であり、全体として最適とな ●
るよう排出削減に取り組んで行く必要があります。このため、広
域的な事業運営を行う事業者に対して、都道府県単位での固定的
なＣＯ２削減目標を課すことはそぐわない、と考えます。

１９０ 「徳島地球環境ビジョン」の中の具体的目標である「温室効果ガ
スの総排出量を１０％削減する」との目標自体も、京都議定書に
おける我が国の削減義務である「第一約束期間(2008～2012)に ●
おいて'90年比６％削減」から見てやや厳しすぎるのではないか
と思われます。

１９１ 少子化における親の不安である「育児不安と教育不安」に対する ● ● ●
推進策を盛り込んでおくべきだと考えます。

１９２ 生活習慣病予防にスポーツの資するところを期待し、第４のカテ
ゴリーとして 「健康づくりシステム」構築を振興策に追加すべ ● ●、
きである。

１９３ 「健康づくり相談窓口」を設置し、優れたスポーツ指導者を配置 ● ●
してはどうか。また、訪宅指導者制を導入してはどうか。

１９４ 大人がこどもの育成に名を借りてスポーツを利用している現実が
あることを把握して、真にこどもの発育とスポーツの面から改 ● ●
善・充実を期してはどうか。

１９５ 小松島を通過点にさせない。医療の町にする。 ● ●

１９６ 介護サービスの苦情処理の第三者機関の設置。 ● ●
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

１９７ 消費生活の安定および向上を是非とも付け加えて、重点施策とし ●
てほしい。

１９８ 食の安全全般にかかる総合的な食の安全推進窓口となる部署が設 ●
置されると県民にとって非常にわかりやすい。

１９９ 「食の安全基本条例 「食品安全等懇話会」など他県で行われて」
いる事例の有効な施策を取り入れた徳島方式の食品安全改革の推 ●
進。

２００ 「とくしま―０」作戦、是非是非実現を。 ●

２０１ 増え続ける介護施設の現状は見直しが必要なのではないか（高齢 ●
者が納得して保険料を支払うためにも 。）

２０２ 家屋倒壊防止を図るための免震装置の設置補助及び耐震検査費の ●
補助事業の実施。

２０３ 平日、休日でも２４時間体制で小児科医が対応してくれる医療体 ●
制の確立

２０４ 「災害対策基金」のようなものの設立、運用 ●

２０５ 交通安全に力をいれて欲しい。 ●

２０６ 忘年会シーズンに重点的に（飲酒運転を取り締まり等）普段から ●
取締りを強化して根本的解決を計って欲しい。

２０７ 信号機に監視カメラを取り付け、ナンバーや車種から後で罰則を ●
与えるシステムは運用できないか。

２０８ 医療の安全・安心対策や感染症対策の充実・強化のために「徳島 ●
県保健医療センタ－ （仮称）を作る。」
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２０９ 防災局に防災管理課，防災対策課，防災情報通信課を設ける。 ●

２１０ 知事本部直轄の危機管理センタ－及び危機管理会議を設ける。 ●

２１１ 緊急時の県境部へのアクセス時間と県をまたいでの危機管理体制
の構築として 「四国防災隊」の提案と四国中央部（県西部）に、
四国管区防災ヘリ基地の設置を他３県に先んじて協力依頼 （緊。
急時において取り決めがあるのと、それから相談するのではアク ●
セスタイムの差が非常に大きい、ある面、取り決め上のことであ
って、費用負担も少ない、ここで大切なことは、他県に先んじて
提案することである）

２１２ 「とくしまー０」作戦：津波来襲時に我が身や我が家族をおい
て、他人の心配をできる高潔な人がどれほどいるか、いなければ ●
独居老人や寝たきり老人の死亡は防ぐことができないのではない
ですか。

２１３ 南海道地震の発生が危惧されるなか、防災に対する意識が高まっ
ている。とりわけ住宅の耐震性は気になるところだ。県民の生命 ●
財産を守るという観点からも、早急な対策が望まれる。

２１４ 本県においては耐震補強を行なうことを前提にした耐震診断補助 ●
制度を立ち上げて欲しい。

２１５ 被災家屋の復旧策に重きをおいて欲しい。 ●
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２１６ まず 「応急復旧度判定」の活動を実施し、仮設住宅としての復、
旧が可能かどうか判断してもらう。可能であれば、大勢来てくれ
るボランティアに材料の選別作業を手伝ってもらい、建設準備を
する。そうすれば、家屋の解体処分にかかる公費負担の大幅な縮
減が図れるし、処分しなけばならない廃棄物の量も減らせて環境 ●
対策になる。そして、余震の心配がなくなった段階で仮設住宅建
設にかかる。徳島独自の仮設住宅建設方法としてこれを研究し、
国が用意した特措法に盛り込んでもらえるように要望してはどう
か。

２１７ 南海地震に備えて、徳島県下の建物、特に小中学校における耐震 ●
設備が非常に遅れているそうなので早急な措置をとってほしい。

２１８ 先ず認定されていない飼料、農薬、原材料が生産者に安易に入手
できることが食品業界の不信感につながっていることから、信頼 ●
できる制度の構築をお願いしたい。

２１９ 店ごとにトレーサビリティ検索システムの設置をし、行政の管 ●
理・指導力の充実を一層お願いしたい。

２２０ 賞味期限表示と製造年月日は併記して一定場所に統一して欲し ●
い。

２２１ 消費者も入ったチェック機関を設け、調査、監督を厳しく、など ●
の見直しをはかる。

２２２ 福祉教育の充実をはかる 「人に優しいとくしま」の実現のた ● ●。
め、実践・演習を含めたカリキュラムとする。

２２３ 働きやすい環境作りの整備：保育・教育の充実 ● ●
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２２４ 高齢者の方に、スポーツ振興として夜間にオープンさせた学校施 ● ●
設の管理などをやってもらう。

２２５ 徳島県青少年育成チ－ムを徳島県青少年健全育成課へ格上げを行 ● ●
い、そして専任の徳島県青少年健全育成委員を常駐させる。

２２６ 日本ボ－イスカウト徳島県支部及びガ－ルスカウト日本連盟徳島
県支部のボ－イスカウト活動及びガ－ルスカウト活動の連絡調整 ● ●
のための担当者を置く。

２２７ 徳島県が徳島県ボ－イスカウト・ガ－ルスカウト会館を建設す ● ●
る。

２２８ 重点施策に県民をあげて青少年の健全育成に取り組むような施策 ● ●
を入れてください。

２２９ 行政が取り組むべきことは「生涯学習から生涯活動」への転換で
あり、そのための活動プログラムの提示と誘導であります 「学 ● ●。
習した成果をもって生涯を通じて公益活動に従事し、輝き続けた
い 」この気持ちに応えていくことではないでしょうか。。

２３０ 地球的視野の問題を考え、活動できる学生を集め、彼らの資質・
能力の育成と合わせて地域の活力を図るために、徳島県立国際大 ● ●
学を設置する。

２３１ 特に過疎地の町村合併を促進し、小・中学校の生徒を統合し少人 ● ●
数学級の完全実施。

２３２ プロ野球公式戦の誘致を実現。 ● ●

２３３ 基本的な接遇・マナー教育に始まり、積極的に郷土徳島を紹介出 ● ●
来る専門的な接遇能力を備えた人材の養成。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <28>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２３４ 徳島の人材が来るべき世界のIT社会を担うとの高い志のもと、今 ● ●
以上高度なIT教育を行う。

２３５ 阿波人形浄瑠璃及び淡路人形浄瑠璃を含む「世界人形劇フェステ ● ●
バル」を芸術文化振興基金助成事業によって開催する。

２３６ 徳島で祭りの世界選手権又はワ－ルドカップを開催する。 ● ●

２３７ 徳島県のＵＲＬにおいて「徳島インタ－ネット県民ＩＴ塾」を開 ● ●
講する。

２３８ 徳島県が鳴門海峡及び鳴門の渦潮を世界遺産に登録する。 ● ●

２３９ 徳島県が土柱を世界遺産に登録する。 ● ●

２４０ 徳島県と（財）地域伝統芸能活用センタ－が協力して「地域伝統
芸能全国フィスティバル・徳島」及び「地域伝統芸能による豊か ● ●
なまちづくり大会・徳島」を誘致する（日本のまつり・とくし
ま 。）

２４１ 「ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ・ＪＡＺＺ・ＳＴＲＥＥＴ・フェスティバ
ル」を開催し、ＪＡＺＺによって徳島を日本のマンハッタンにす ● ●
る。

２４２ 全国スポ－ツ・レクレ－ション祭を徳島で開催する。 ● ●

２４３ プロ野球，Ｊリ－グ，トッブラグビ－，Ｖリ－グ，プロバスケッ ● ●
トのプロの公式戦を徳島に誘致する。

２４４ ニュ－ヨ－ク・ヤンキ－ス，レアル・マドリッド，オ－ルブラッ ● ●
クス等の世界の強豪チ－ムを徳島に招待する。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <29>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２４５ 徳島県が歴史街道倶楽部の歴史街道推進協議会の正式会員にな ● ●
る。

２４６ もっと巡礼の環境（安全に歩くことができるように、など）を整
備して、若い人も含め、多くの人に来てもらえるようアピールす ● ●
る必要があると思います。

２４７ 徳島県立図書館と国立国会図書館及び国立国会図書館関西館とを ● ●
無線ＬＡＮ回線等の高速回線で結ぶ。

２４８ （阿波踊り）県民総踊り子化 ● ●

２４９ 阿波踊りの魅力の再認識を（本来踊れなかった人たちが、その魅
力を経験できるよう知恵を出し合う。伝統を重んじつつ若者踊り ● ●
子育成のため、コンクールなどを開催し、県外からも参加者を募
る ）。

２５０ 「いやしの王国とくしま ：四国霊場、磨かれた自然、そこから」
の豊富な恵み、手間暇をかけて到達する喜びに応えるレベルの高
いさまざまな「もてなし」などをベースに発想していけばよろし
いかと考えます。また 「いやしの昭和旅行とくしまｏｒスロー、
ライフとくしま」として、全国ブランドの吉野川沿線を中心に、 ● ●
今なお残る昭和の営みや風習、風景、食べ物などと昭和の川遊び
など、価値あるものを掘り起こして、トータルな観光商品として
売り出していくことも、オンリーワン徳島として開発できるもの
と考えます。

２５１ （徳島駅前の環境（高校生、自転車など）について）県外から初
めて駅を利用する人にどう写っているのだろうかと心配になりま ● ●
す。改善が必須だと思います。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <30>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２５２ 本県の「博物館・美術館」を、全国にない特色があるものにする ●
ため「無料」にする。

２５３ 新しい行動計画に「博物館・美術館」に関する施策を盛り込む。 ●

２５４ 入館者の年齢にかかわらず「無料」にして「博物館・美術館」の ●
利用を勧めることにより、徳島県を文化行政先進県とする。

２５５ 外国語教育は外国人に指導願う。 ●

２５６ “出来ない奴を出来るようにする”ことを教育の原点とする。 ●

２５７ 小学生を対象に、地域の婦人会や山林・生活の知恵（作物の栽培
や料理・魚の捕り方などなど）語り部が登場する授業形式の交流 ●
会を行う。

２５８ 犬猫を殺さずに養育世話飼育してくれる本当の意味での動物愛護 ●
施設を作って下さい。

２５９ 去勢避妊手術の補助金制度も実施したり、動物にも保険が使える ●
ようにしてお金のかからないようにしてほしい。

２６０ 学校教育の「ゆとりの時間」に毎週１時間は、阿波踊りを郷土芸
能の勉強時間として取り入れ、徳島の子供たちが全員踊れる阿波 ●
踊りにしていただきたい。

２６１ 学校で週１回は、１年を通して阿波踊りの練習をする。 ●

２６２ Ｊリーグの誘致に関して、本県のスポーツ振興の優先順位として
は、県民のスポーツ環境整備のニーズや経費対効果の点から下位 ●
に属すると考えられる。誘致するなら本県だけでなく例えば四国
４県の共同企画で臨むのが適切ではないか。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <31>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２６３ 「とくしまスポーツ王国づくり」1行目のJリーグチームの後に次
文を加える 「・・・及びプロ野球の公式試合が可能な野球場の ●。
整備・・・を挿入し、続文は原文どおりとする」

２６４ 教員の資質の向上を基本に、義務教育においては最低限の学力を ●
身につける必要があると思います。

２６５ 郷土徳島の基本的な事項を教育する。 ●

２６６ 日本に類を見ない実践的外国語教育を行う。 ●

２６７ 小中学校を土日開校とし、生徒の選択により各種教育を受けるこ ●
とが出来る体制を早急に構築する。

２６８ 教員の増員（専門的知識を有する）を始め、民間人材の教員資格
の付与、公務員・企業経営者・各種専門家等県民のボランティア ●
による運営支援等、まさしく県民一体となり、実施する。

２６９ 必要であれば徳島県全域を「教育特区」とする。 ●

２７０ 「学校におけるマナー教育の実施」である。小さな時から問題意
識を植え付けておくことで、無意識から来るマナーの無さへの解
消を図ることが重要である。これは、効果を出すまでに時間を要 ●
することになるが、抜本的なマナーディバイド解消のためには不
可欠であると考える。

２７１ 一般向けの「マナー啓発の実施」を行なう必要があると考える。 ●

２７２ 授業参観や懇親会以外に親と積極的に対話する機会を設けるべき
ではないだろうか。そういった場で学校教育としての姿勢や方 ●
針・家庭での教育について、保護者全員に理解してもらえるよう
に努力する。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <32>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２７３ スポーツ王国に向けては、環境の整備が何よりも大事である。 ●

２７４ 若者が多いなら、足元はコンクリートにラバーで平らなストリー
トバスケットのコートを作るなど、それぞれに特徴を持った公園
を整備する必要があるだろう。一度作られた公園が現在はどの程 ●
度、どのように利用されているかを調べ、あまり利用されていな
い公園は画一的ではない特徴のある公園へと模様替えしてはどう
だろうか。

２７５ （スポーツ施設整備関係）正規の、立派な施設ではなくて無料で ●
使える公園を利用した整備が出来ないものだろうか。

２７６ （スポーツ振興関係）小・中・高校の体育館を夜間に完全に解放 ●
するなどはどうだろうか。

２７７ ちょっと体を動かしたいなという人が近くの学校の体育館を自由 ●
に使う事は出来ない。これができればすばらしい事だと思う。

２７８ 各高校に理数科の開設を行い、大學の理学部，工学部，医学部， ●
歯学部等の理科系の大學の進学を高める。

２７９ 各高校に併設中学校の開設を行い、各地域において教育効果を高 ●
める。

２８０ 徳島北（ス－パ－イングリシュコ－スの拡大 ，鳴門第一，富岡 ●）
東に外国語学科の開設を行う。

２８１ 徳島県が東京から開成学園を誘致して、開成徳島中学校及び開成
徳島高等学校を開校する。又は神戸から灘学園を誘致して、灘徳 ●
島中学校及び灘徳島高等学校を開校する。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２８２ 徳島県の生涯学習において「とくしま学」を普及させ、生涯学習 ●
の推進を図る。

２８３ 徳島県青少年健全育成条例を制定する。 ●

２８４ 徳島大學の総合大学化を推進する。 ●

２８５ 野球，サッカ－，ラグビ－，バレ－，バスケットを中心とした地
域密着の「総合型地域スポ－ツクラブ制」を導入する（会員の入 ●
会金，年会費，企業の協賛金等で運営する 。）

２８６ クラブにＧＭ制（ゼネラル・マネジャ－）を導入する。 ●

２８７ 徳島の文化向上に力をいれてもらいたいです。文化のもりがあり
ますが休日はひとであふれています。つまりそれだけのたくさん ●
のニーズがあるので同様の施設を徳島に一ヶ所増やしてはいかが
ですか。

２８８ 独自性のあるスポーツ振興に力点を置いてはどうかと思います。
たとえば、徳島県が全国レベルにあるものとして高校野球が上げ ●
られると思いますが、その他の競技も含め、いくつかの強化競技
種目を絞って、県がイニシアチブをとって強化していく。

２８９ （スポーツ）指導者の招聘あるいは育成による強化 ●

２９０ （スポーツ）県の独自の取り組みを全国に示す（例えば高校野球
で、開会式以降、出場する試合までに日にちがあれば、一旦地元 ●
に引き上げさせる、これにより、本来の質素な高校スポーツをア
ピールする ）。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

２９１ せめて意識の高い父兄と子ども達のニーズにこたえるための総合
学習の受講機会が提供されるような事業を、市町村と連携して展 ●
開する必要があると考えます。

２９２ あわ文化の創造：主に上流段階と中級段階を対象とするならば、
徳島文理大学とのタイアップで教育を進め、ムラサキホールの一 ●
般開放化に協力要請することで実現されていけばよいでしょう。

２９３ 練習場の整備には、ひょうたん島の河岸に施設整備を進め（スペ
ース的に可能であれば 、夕暮れ時には、若い演奏家が川に向か）
ってバイオリンやフルートを練習している風景は、芸術都市の徳 ●
島イメージをシンボリックに醸しだし、県民の理解と支援を得て
拡大していけるものと考えます。

２９４ とくしまスポーツ王国づくり：まずは 「王国とは」を定義し、
て、目標を定め事業を検討していくことで、オンリーワン徳島が ●
開発されることでしょう。

２９５ 子ども総合学習大学の開校：子どもたちに向けた実のある総合学 ●
習の場を提供する。運営は、塾形式で行い有料とする。

２９６ コミユティバスの運行 ● ●

２９７ 高齢者福祉活動支援センターの設置。 ●

２９８ 「男女共同参画立県とくしま」の実現の1行目及び2行目の保育ま
でを次文に改める。県職員及び各審議会委員等について、男女比 ●
率を十分考慮し、様々な形態の保育・看護・介護などを・・・に
改め、続文は原文どおりとする

２９９ 「人権尊重社会の確立」に1行目中、障害者、の次に・・・受刑 ●
修了者、路上生活者を挿入し・・・続文は原文どおりとする
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３００ 県庁内に企業内託児所または病後児保育のできる環境を設ける ●

３０１ 女性の働きやすい社会の実現、少子高齢化対策等最優先で取り組
んで頂きたい。具体的には、保育所・幼稚園の量もさることなが ●
ら、様々な親のニーズに対応できる態勢を整えて欲しい （料。
金・アレルギー対策・延長保育）

３０２ 子どもが病気等になった時に休みやすい職場の環境を作る。 ●

３０３ 働きやすい環境作りの整備：女性の社会進出支援（徳島と言え ●
ば、阿波女の活躍支援事業）

３０４ 徳島県が「男女共同参画立県」を目指すというなら、国の目標を ●
超えるぐらいの数値目標を設定してはどうでしょうか。

３０５ そもそも、男女比は１：１なのだから、県の各審議会委員等を男
女１：１にするという、あたり前の（ようで難しい）数値目標を ●
たててみてはどうでしょうか。

３０６ 固定的な男女の役割分担意識による男女の職域の限定を無くし
て、徳島県が女性バス運転手，女性タクシ－運転手，女性カメラ
記者，男性保育士，男性看護師等が誕生するように徳島県が後押 ●
しをすることによって「男女共同参画立県とくしま」の実現を行
う。

３０７ 生活空間の整備をしていけばこれら社会的問題（各種バリアの存 ●
在）も自然と解決していきます。

３０８ バリアフリー社会を徹底して目指すべき。現状では中途半端であ ●
る。障害者にやさしい町づくりを目指すべき。
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計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３０９ 「高齢者いきいきとくしま」の推進： いきいき」の表現は、施「
策レベルで使うと成果目標が設定できないと思いますので、表現 ●
を改めた方がよいと考えます 「シニア躍動大国？」の実現など。。

３１０ 徳島の魅力により、コンベンションの勧誘宣伝を展開する。 ●

３１１ 産学官民連携により、様々な会議や集会を誘致開催する。 ●

３１２ 入県者を毎年10%の増加に努めて3年後には本年度より40%UP ●
を目指す。

３１３ 県には阿波大使がいるが、県・市町村において、こうした人が県 ●
外からの会議等の誘致に努める。

３１４ 県外客を招く小規模な会議等についても、通信料等の補助制度な ●
どの支援策を行う。

３１５ 徳島県内の各地探訪奨励により地域の魅力と活力を養成する。 ●

３１６ 地域の宝である自然、遺産、施設を大切に保全しながら活用に務
め、さらに徳島の魅力を県民が一丸となって育て誇りうる事業の ●
実施と意識の醸成を図る施策を推進する。

３１７ “一市町村一温泉 （現にあるところも多いが、保養施設があれ ●”
ばくつろげる 。）

３１８ 徳島は水の街であることを生かし、徳島空港や吉野川（川内か、
河口の特別バース）から船を出します。それで水上に出て、海か
らゆっくりと新町川に入り、アスティまで乗船、上陸、工芸コー ●
ナーで遊び、食堂で阿波の郷土料理を・・・そしてバスにここで
乗車という、全国にない景色と体験を県外客に楽しんでもらう。
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意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３１９ 阿波踊りを年２回とし「プレ阿波踊り」を５月くらいに行う。 ●

３２０ 「ミニ八十八ヶ所」をつくる。 ●

３２１ ミニ八十八ヶ所について、若い方が自分の家族、両親をいっしょ ●
に連れ、宿泊の宿坊もあり、家族一体で楽しめる設備とする。

３２２ 観光に関して 「何もないのがよいのである」という考え方もあ ●、
る。

３２３ 全国の写真家を集めての夕日と名月の写真コンクールや、マラソ
ンやウォーキング大会などの開催、また吉野川ラインを下る自転 ●
車ツアーなど 「吉野川」を大きく全面に出す観光客参加の方法、
の展開。

３２４ 海釣りでは浮き桟橋を作り、家族連れで釣りを楽しむ場所を作 ●
る。

３２５ 阿波踊りを期間中だけでなく、１年に何度か楽しませてくれる方 ●
法はないのでしょうか？

３２６ （アスティーについて 、利用する金額を検討する。テナントを）
可能性がある、お客の呼べる店舗を重要視する。駐車料金を、平 ●
日料金なら学生、隣人が気軽における金額でいいのではないでし
ょうか。

３２７ 日本全国の人々に、徳島県で会合を持つよう奨励する ●

３２８ 観光（田舎、自然、88カ所、もてなし）を売る。 ●

３２９ 「とくしまスーパーコリドー（回廊 」の推進に主要事業として ●）
次項を加える 「四国横断道の早期推進」。
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成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３３０ 元気わがまち・むらづくりに主要事業として次項を加える 「総 ●。
合大店舗の誘致促進」

３３１ 「ｅ－とくしま」の実現について：徳島県ニュ－メディア・コミ ●
ュティ構想の実現

３３２ 「ｅ－とくしま」の実現について：徳島県ハイビジョン・コミュ ●
ティ構想の実現

３３３ 「ｅ－とくしま」の実現について：徳島県テレトピア構想の実現 ●

３３４ 「ｅ－とくしま」の実現について：徳島県ハイビジョン・シティ ●
構想の実現

３３５ 「ｅ－とくしま」の実現について：徳島県インテリジェント・シ ●
テイ構想の実現

３３６ ＪＲ高徳線及びＪＲ牟岐線（阿南－高松）の電化による鉄道の近 ●
代化

３３７ フリ－ゲ－ジトレインの早期導入によって東京からの徳島又は阿
南までの直通新幹線特急・新「うずしお号」の運行開業（東京－ ●
岡山間は「のぞみ号」と併結）

３３８ 東京発着の「サンライズ瀬戸号」の徳島又は阿南までの延長運転 ●
の開始

３３９ ディ－ゼル気動車から電車に置き換えることによって徳島都市圏 ●
における通勤・通学等の時間短縮による輸送力の向上

３４０ 県内のラーメン店のマップ等を作り、ラーメン店巡りを目玉にし ●
た観光を推進する。
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関係

３４１ 徳島市を中心にして鳴門市・松茂町・藍住町・北島町・小松島市
などを大きく見れば、人口約45万人の「四国東玄関都市地域」で
ある。合併とまではいかなくてもこれらの自治体で共同できるよ
うな計画や視点は無かっただろうか。例えば、手狭な感のある市 ●
立図書館を建て直すなら、徳島市内ではなくて北島町に大規模な
ものを建設し、先ほどの町村との共同利用という形にするなど、
手をつけられる部分はないだろうか。

３４２ 徳島県及び徳島県ロケ－ションサ－ビスの共催により「とくしま ●
映画祭」を開催する。

３４３ 大阪（ＵＳＪを含む ，神戸等に訪れた国内外の観光客を旅行代 ●）
理店とタイアップして徳島県に誘致する。

３４４ せとうち圏（大阪、兵庫、広島、山口、愛媛、香川、徳島）の周 ●
遊広域観光の推進を図る。

３４５ 徳島県ＩＴ総合センタ－を建設して、ＩＴ基盤の整備を図る。 ●

３４６ 「神戸淡路鳴門自動車道」に愛称名を付けて大阪、神戸等の交流 ●
を活性化させる。

３４７
「Ｔ・ＴＡＴ地域連携軸 「西日本中央連携軸 「中四国地域連」、 」、
携軸 「環瀬戸内交流圏」等を一つに包括して 「西日本広域連 ●」、 、
携交流圏」にする。

３４８ 徳島県が新聞，テレビ，ラジオ，県広報誌等を通じて「元気宣
言！徳島県・やったろう！徳島県」を宣言して、徳島県を元気で ●
活力あるものにする。

３４９ 徳島県が「いいとくしま！観光立県」の宣言を行って観光の推進 ●
を図る。
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成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３５０ 阿波踊りにおいて全国の高校生を対象とした「全国高等学校・阿 ●
波踊り選手権 （通称 「阿波踊り・甲子園 ）を開催する。」 ， 」

３５１ 四国州，関西州，中国州等の道州制を視野に入れた西日本広域州 ●
の道州制を考える。

３５２ 徳島＝仙台線の航空便の新路線の開設（フェアリンク） ●

３５３ 徳島＝沖縄（那覇）線の航空便の新路線の開設（日本トランスオ ●
－シャン航空）

３５４ 徳島＝宮崎線の航空便の新路線の開設（ジェイエア） ●

３５５ 旅番組を徳島県に関する旅行番組を取り上げてもらえるようにし ●
て徳島県の観光のイメ－ジアップを図る。

３５６ 「とくしま５０市町村 ふるさと夢じまん事業」を行う。 ●

３５７ 「とくしま５０市町村 ふるさと一品じまん事業」を行う。 ●

３５８ 徳島市内の交通渋滞緩和のために、ドイツの「ＩＣＥ」方式によ ●
る新交通システムを導入する。

３５９ 「神戸淡路鳴門自動車道」に本州四国連絡橋公団，徳島県，兵庫
県，神戸市，徳島市，洲本市，鳴門市，淡路島十町等の共催で高 ●
速道路の愛称名を公募する。

３６０ 「神戸淡路鳴門自動車道」の下り車線の淡路サ－ビスエリアに徳
島県のアンテナショプ及びインフォメ－ションセンタ－を開設す ●
る。

３６１ 「神戸淡路鳴門自動車道 （神戸西ＩＣ～鳴門ＩＣ間）に「うず ●」
しおパ－ルライン」の愛称名を付ける。
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成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３６２ 大鳴門橋に「エディ・ブリッジ」の愛称名を付ける。 ●

３６３ 「徳島自動車道」に「しこくさぶろうブル－ハイウェイ」の愛称 ●
名を付ける。

３６４ 徳島県と兵庫県が協力して、大鳴門橋の渦の道と明石海峡大橋の ●
舞子海上プロムナ－ドの共通周遊券を作る。

３６５ 大鳴門橋と明石海峡大橋との姉妹橋の締結を行う。 ●

３６６ 世界長大橋国際フォ－ラムをアステイ徳島で開催する。 ●

３６７ 東南アジアの国々から関西国際空港経由で徳島県に観光に来ても
られるように、日本航空，全日空，ＪＴＢ等とタイアップして ●
「いいとくしま観光・交流」の推進を行う。

３６８ 徳島県東京事務所の職員がＪＲ東京駅（びゅうプラザ東京及びＪ
Ｒ東海ツア－ズ東京支店 、ＪＲ新宿駅（びゅうプラザ新宿及び）
ＪＲ東海ツア－ズ新宿支店 、ＪＲ品川駅（びゅうプラザ品川及）
びＪＲ東海ツア－ズ品川支店 、ＪＲ横浜駅（びゅうプラザ横 ●）
浜 、ＪＲ新横浜駅（ＪＲ東海ツア－ズ新横浜支店 、ＪＲ大宮） ）
駅（びゅうプラザ大宮 、ＪＲ千葉駅（びゅうプラザ千葉）等で）
観光キャンペ－ンを行い、首都圏において徳島県の観光のイメ－
ジアップを図る。

３６９ 徳島県観光協会が徳島自動車道の上板サ－ビスエリアにインフォ
メ－ションを設置して、徳島県観光協会の女性職員がインフォメ ●
－ション内で徳島県の観光案内，道案内，道路交通情報案内等を
行う。
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成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３７０ 徳島県観光協会が徳島とくとくタ－ミナルの物産館の物産観光情
報コ－ナ－にインフォメ－ションを設置して、徳島県観光協会の ●
女性職員がインフォメ－ション内で徳島県の観光案内，道案内，
道路交通情報案内等を行う。

３７１ 徳島＝大阪線及び徳島＝神戸線の高速バスのシャトル便化を行う
（始発便の繰り上げ，終発便の繰り下げ，深夜便の高速バスの新 ●
設 。）

３７２ 徳島＝大阪線の高速バスの南海堺駅・南海堺東駅への延長運行の ●
開始

３７３ 徳島＝神戸線の高速バスの阪神甲子園駅・阪神尼崎駅への延長運 ●
行の開始

３７４ 徳島＝明石線（ＪＲ明石駅・山陽明石駅）の高速バスの開業 ●

３７５ 徳島＝奈良線（近鉄奈良駅）の高速バスの開業 ●

３７６ 徳島＝大津線（浜大津）の高速バスの開業 ●

３７７ 徳島県と徳島県ロケ－ション・サ－ビスとが協力して邦画の「釣 ●
りバカ日誌」の映画ロケを誘致する。

３７８ 徳島県と徳島県ロケ－ション・サ－ビスとが協力してテレビ東京
の「出没！アド街ック天国」の番組で徳島を取り上げてもらえる ●
ように要望する。

３７９ 徳島県と徳島県ロケ－ション・サ－ビスとが協力してテレビ東京
の「開運！なんでも鑑定団」の番組内の「出帳！鑑定ＩＮ徳島」 ●
をアステイとくしまでの公開録画の誘致を行う。
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３８０ 徳島県の観光情報を「すだち君の観光情報」としてメ－ルマガジ ●
ンで観光の情報発信を行う。

３８１ 徳島県がＪＲ西日本の「ディスカバ－・ウェスト」の観光キャン
－ペンに参画して、首都圏において徳島県の観光地をポスタ－や ●
広告等でＰＲを行う。

３８２ 徳島県が「関西の奥座敷」としての地位が高めることができるよ
うにファ－ムパ－ク，観光牧場，観光漁場，サイクリングタ－ミ ●
ナル等の整備を行う。

３８３ 毎日放送の「ちちんぷいぷい ，ＡＢＣテレビの「ワイドＡＢＣ」
ＤＥす～みよ缶～ 「おはよう朝日です ，関西テレビの「痛 ●」， 」
快！エブリデイ」の番組内で、徳島県内の観光地を中継すること
ができるようにする。

３８４ 関西州を導入して徳島県を神戸，大阪の通勤圏・通学圏の範囲に ●
して名実ともに徳島県が関西の一員になる。

３８５ 関西州の導入によって、毎日放送，ＡＢＣ，関西テレビ，讀賣テ
レビ，テレビ大阪，サンテレビジョン，テレビ和歌山，ＦＭ大 ●
阪，ＦＭ８０２，ＦＭ－ＣＯ・ＣＯ・ＣＯ，Ｋiss－ＦＭ ＫＯＢ
Ｅを徳島県を法定上の放送エリアにする。

３８６ 紀淡海峡大橋を含む紀淡海峡連絡道路による大阪湾環状道路の構
築及び紀淡海峡線の開業によって大阪湾ベイエリアにおける大阪 ●
湾ベイエリア回廊の推進を行う。

３８７ 徳島空港が関西国際空港，大阪空港，神戸空港のいわゆる大阪湾 ●
ベイエリア空港に含まれるようにする。
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３８８ 県西部の市町村合併における、小地域における利権争いのつばぜ
り合いから、将来の四国州中央部における拠点都市形成の為の布 ●
石として、県も西部を未来の道州府との位置付けを目指す事を示
し、戦略的に合併を促す。

３８９ 都市部との距離感をなくすことが、徳島のどの分野においても重
要である。これからますます、東京一極化が進む中、交通整備は ●
重要課題。最先端の文化がある都市部とのアクセスを重点的にか
つ、循環道路の整備も重要。

３９０ 「Ｅ－とくしま」の実現については、はやくしてほしい。技術環 ●
境の整備の遅速は地方都市にとって致命的。

３９１ 川沿いにある、道の駅ハイウエーオアシス、三野の道の駅、四国
三郎の里、貞光町道の駅、脇町の道の駅に川の駅を併設して、吉 ●
野川で町をつなぐ。

３９２ 脇町にカヌーの基地を作り、上流にカヌーを運び川下りをして、
脇町に返る。脇町からカヌーを出して川下りをして、下流からカ
ヌーを運ぶ、そんな設備を作って欲しいのです。観光脇町をさら
にパワーアップして、徳島の吉野川を徳島にしかない吉野川を、 ●
徳島に住む子供たちが、大人になって都会に出て行った時に、誇
りにとして話せる吉野川にすることが、オンリーワン徳島の現実
を目指す道だと確信しています。

３９３ 徳島再生は阿波踊りという宝（資源）を再認識し、有効活用する ●
ところから始めたらどうかと思います。

３９４ （阿波踊り）徳島市中心から全県へ拡大（中心は徳島市でも、県
内の市町村の祭りでは、市内の有名連などを派遣し、レベルの向 ●
上を目指す ）。



パブリックコメントで頂いた全ての意見・提言 <45>

計画の全
意見・提言の概要 体・構 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 目標６ 目標７ その他

成・形式 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係
関係

３９５ （阿波踊り）ボランティア（マンパワー）の活用を ●

３９６ 徳島の観光としての訴求力は「便利の反対の不便」であり「何で
もあるの反対の何にもない」などをセールスポイントにしていく ●
必要があるものでして、時代的な観光の潮目が変わったことを関
係者は的確に捉えておく必要があるのではないでしょうか。

３９７ 各地域の中心市街地の空洞化対策として、市町村と協力して、中
心市街地にある公園などの公共空地に透明の屋根（その他音響設 ●
備や椅子など）を設置して、全天候型のコンベンション空間を整
備するのはいかがでしょう。

３９８ 地域おこし時に重要な専門家との連絡を密にする手段としてのＩ
Ｔの活用はいかがでしょう。専門家が現地に赴けないときは、出
張先あるいは研究室からでも手持ちのパソコンさえあれば何時で
もどこからでも会議等に参加ができ、思うときに気軽に相談しあ ●
える環境づくりとしてインターネットＴＶやＴＶ電話（ＮＴＴは
ＴＶ画像なみのサービスを開始している ）などを活用する地域。
活性ソフト創出システムです。


